予算要求資料
平成２８年度当初予算　　　支出科目　款：土木費　項：都市計画費　目：都市公園費
	事業名 新 県営都市公園活性化戦略推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　 都市建築部都市公園整備局都市公園課公園企画係 電話番号：058-272-1111（内3773）

E-mail：c11669@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　８０，０００千円（前年度予算額：　－　千円）
＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	80,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	80,000

	決定額
	57,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	57,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・７つの県営都市公園のうち、花フェスタ記念公園、養老公園、世界淡水魚園、平成記念公園といった４つの公園は、いずれも高速道路の沿線に立地し、年間入園者数が３０万人を超えるなど集客力が高いことから、県民憩いの場、活動の場、景観保全といった機能にとどまらず、観光や地域活性化の拠点としての役割を担う可能性を有している。

・平成２７年春に、花フェスタ記念公園において開催した「花フェスタ２０１５ぎふ」においては、３７日間の開催期間中に、例年の年間入園者数を上回る約４１万人の来園者があるなど、県営都市公園の潜在的な集客能力を発揮したところ。

・しかし、平成２２年度と２６年度の５年間で比較すると、世界淡水魚園を除く他の３公園で、合わせて約４０万人、来園者数が減少しており、これらの公園においては、活性化の取組みを進めていくことが課題となっている。

・そのため、「花フェスタ２０１５ぎふ」の成果を踏まえ、県営都市公園の目指すべき姿や公園ごとの活性化策、公園相互あるいは県内の観光資源をつなぐ回廊づくり等にかかる基本戦略をとりまとめ、戦略に基づき施策を実施していく必要がある。

（２）事業内容
① 県営都市公園活性化戦略の策定

公園、観光、園芸などの分野の有識者からなる懇談会の意見を踏まえながら、２０２０年（平成３２年）を見据えた各公園の目指すべき姿、活性化策などを盛り込んだ基本戦略を、２８年夏を目途に策定。

　② 県営都市公園活性化戦略推進事業

基本戦略に基づき、公園相互が連携した誘客ＰＲ事業や各公園におけるイベント等の活性化事業を実施。
（３）県負担・補助率の考え方

　県営都市公園にかかる基本的な戦略策定並びに戦略に基づく活性化事業（指定管理者が指定管理者業務として行うものを除く）であり県が主体となって実施する。

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	210
	活性化懇談会委員謝金等

	旅　費
	484
	委員費用弁償、職員旅費

	需用費
	217
	消耗品費：204千円、会議費：13千円

	役務費
	36
	通信運搬費

	委託料
	79,026
	活性化基本戦略策定委託料、活性化事業展開委託料

	使用料
	27
	会場借り上げ料

	合計
	80,000
	


	　決定額の考え方
広報関係経費については、広報課計上とします。


４　参考事項
（１）各種計画での位置付け
岐阜県成長・雇用戦略
　７　成長分野ごとの施策

　（３）観光分野

　　主要観光地再生プロジェクト　（１）県営公園誘客促進プロジェクト

（２）後年度の財政負担
　　平成２８年度に策定する基本戦略に基づき、ソフト・ハード両面において、
活性化策に継続して取り組んでいく。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県営４公園それぞれの観光入込客数を２０２０年（平成３２年）までに、過去５年（平成２２年～２６年）の最多入込客数に比べ、５％の底上げを達成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前（最多）
	事業開始前

（最少）
	目　標
	達成率

	養老公園ｴﾘｱ

入園者数
	1,065千人
（H22）
	796千人
（H26）
	1,118千人

（H32）
	　－

	平成記念公園

入園者数
	424千人

  （H22）
	314千人
（H25）
	445千人

（H32）
	－

	世界淡水魚園

入園者数
	4,484千人
  （H26）
	3,583千人
   （H22）
	4,708千人
　　　（H32）
	－

	花ﾌｪｽﾀ記念公園

入園者数
	  371千人

（H22）
	275千人
  （H23）
	       389千人

　　（H32）
	－


※全て延べ人数ベース

※養老公園ｴﾘｱ：養老公園、養老天命反転地、岐阜県こどもの国、楽市・楽座養老の計
○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	県営都市公園は、県民の憩いの場であり、生活に潤いと安らぎを与えるとともに、特に主要４公園は年間入場者数が３０万人を超える重要な観光資源でもある。一方で入園者数が減少傾向にあり、さらに機能を充実させ多面的な役割を発揮するべく活性化に向けて戦略的に取り組むことの必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　施設老朽化・陳腐化、趣味の多様化等に対応しきれず、維持管理費が増嵩し、入園者数は減少傾向にある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

県営都市公園活性化基本戦略（仮称）については、懇談会で得られた有識者の意見を踏まえながら、平成28年度中の策定に向けて取り組むこととしており、戦略策定後はフォローアップを継続して実施していくとともに、基本戦略に基づき、施設及び機能を見直し、公園の魅力向上のための事業として、ソフト・ハード両面において展開していく。


